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発表内容 2010 年 1～12 月採取の感染症発生動向調査（インフルエンザ様疾患を
除く）の受付患者数は 221名(264検体)であり、感染性胃腸炎 34名、上気
道炎 62名、下気道炎 37名、不明熱 36名、咽頭結膜熱 19名、流行性角結
膜炎 11名、無菌性髄膜炎 9名、手足口病 3名、ヘルパンギーナ 3名、発
疹症 1名、痙攣重積 2名、性器ヘルペス 4名であった。検査の結果、138
名(148検体)からウイルスが検出された。主な結果を以下に記す。 
感染性胃腸炎：ノロウイルス(NV)-GⅡが 10名、NV-GⅠが 1名、A群ロタ
ウイルスとサポウイルスが各 5名（うち 2名は A群ロタウイルスとサポウ
イルスの両方を検出）から検出された。 
呼吸器系疾患(インフルエンザ除く)：RS ウイルスが下気道炎・不明熱等
20名（A型が 17名、B型が 3名）から、ヒトメタニューモウイルスが上
気道炎 1名から、ボカウイルスが下気道炎 2名および上気道炎 1名から検
出された。また、上気道炎や不明熱等からアデノウイルス(AdV)1 型が 11
名、AdV-2が 10名などが検出された。 
ライノウイルスは下気道炎 7名、上気道炎 6名等から検出され、このう

ち 5名は RSウイルスや AdV等と重複して検出された。 
EV-68が下気道炎、咽頭結膜熱および不明熱で各 1名から検出された。 

咽頭結膜熱・流行性角結膜炎：咽頭結膜熱では AdV-2が 4名、AdV-1が 2
名、AdV-3が 1名から検出された。流行性角結膜炎では AdV-37が 9名、
AdV-3が 1名、新型である AdV-56が 1名から検出された。 
エンテロウイルス系疾患：無菌性髄膜炎では CB-2が 4名、エコー(E)6型
が 2名、EV-71と EV-型不明が 1名から検出された。手足口病では CA-16
と EV-71が、ヘルパンギーナでは CA-4と CA-6が各 1名から検出された。
他に、咽頭結膜熱・上気道炎・不明熱等から CA-4、E-6等が検出された。
これらのエンテロウイルスはいずれも 7～9月に多く検出された。 
ヘルペス：性器ヘルペス 1名から単純ヘルペスウイルス 2型が検出された。 

 
 


